
当院職員を対象としたブレスト・アウェアネスについてのアンケート調査について 

 

<メール文面> 

乳がん検診の認知度は高くなりつつありますが、乳癌の早期発見のために「日ごろから自分

で気を付けられること」は分からない、もっと知りたいという方も少なくありません。 

乳癌検診を受ける女性、そして身近にいる家族が「ブレスト・アウェアネス」という概念を

知り、理解することで、乳癌の早期発見に繋がると考えられています。 

本アンケートは、医療に関わる当院職員の方々を対象とした、ブレスト・アウェアネスや乳

癌検診についての簡単な質問となっています。女性だけでなく男性の方にも是非ご協力い

ただければと思います。 

数分で終わる、匿名の短いアンケートですので、皆様のご協力を頂けますと幸いです。 

 

【アンケート研究について】 

ブレスト・アウェアネスは、対策型検診に加えてあらゆる年代での乳癌の早期発見に繋がる

効率的かつ効果的な方法として、米国や英国を始めとする多くの国で取り入れられ始めて

います。わが国でも関係学会などによるブレスト・アウェアネスの啓発活動に積極的に取り

組み始めていますが、いまだに認知されていないのが現況と考えられます。 

今回、医療に関わる当院職員を対象に、ブレスト・アウェアネスについてのアンケートを行

い、ブレスト・アウェアネスの認知度を調べます。更に、ブレスト・アウェアネスに関する

リーフレットを用いて、ブレスト・アウェアネスの理解度を評価することを目的としており

ます。 

 

なお、この調査で行うことは匿名のアンケート調査のみとなります。 

調査期間は研究倫理審査委員会承認後～2023 年 3 月 31 日までの予定です。 

 

＊本研究で得られたデータを二次利用する可能性があります。 

＊匿名のアンケート研究のため、回答後の撤回はできません。 

＊Web 上のアンケートとなりますので、通信費がかかります。 
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